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【現場ネットワーク】

よる生産性向上の取り組み

1 事 業体の概要

株式会社丸光イトウは,岐 阜県の中南部に

位置しており,岐 阜市及び愛知県名古屋市か

ら約30kmの 距離にある可児市に所在する

(図-1)。

昭和60年4月 に会社倉U業し,林 業 ・造園管

理 ・造園土木工事を中心に事業を展開してい

る。

年間の素材生産量は,6,500m3(ぅ ち間伐

の占める割合31%)で ,生 産する主な樹種は,

スギ10%,ヒ ノキ90%で ある。

素材生産に関わる作業員数は7名で, 1班

ロングリーチグラップルと大型フォワーダ導入に

― 株式会社 丸光イトウエ

岐阜県森林研究所普及企画係 池 戸 秀 隆

が3～ 4名の2班体制により構成されている。

2 整 備した森林の状況

今回の作業現場は,会 社の東側に隣接する

可児郡御嵩町で町有林800haの うち1lhaで

30%の 定性間伐を行った。

林分の状況は,45～ 55年生のヒノキ人工林

で,胸 高直径は20～24cm,林 分密度は約1,200

本/ha,平 均林地傾斜は25°であった。

3 機 械作業に関する取組の特徴

会社の経営層は,現 場作業員の班長から作

業工程等を聴き取り,ボ トルネックを明確に

して改善点を検討しながら,解 消していくこ

とで生産性と安全性を向上させていく取り組

みを基本としている。

また,機 械の機能が十分に発揮できるよう

森林作業道は自社で開設している。

ここでは,機 械導入によリボトルネックを

解消し,生 産性を向上させた事例を2例紹介

する。

(1)事例 1 大 型フォワーダの導入

作業システムは,プ ロセッサとフォヮーダ

による車両系作業システムが中心で,森 林作

業道は自社で開設している。図-1 会 社の位置
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写真-1 大 型フォワーダによる積込 ・運搬

写真-2 ロ ングリーチグラップルによる作業

運材作業には, 3t積 みのフォワーダを使

用していたため,山 上場までの運材工程がボ

トルネックになっていた。

そこで,平 成23年度に6t積 みの大型フォ

ワーダ (写真-1)を 導入し解消した。

(2)事例 2 ロ ングリーテグラップルの導入

平成24年度には,林 内の木寄せ作業にウイ

ンチを使用していたため,荷 掛け ・荷外しに

手間を要し,林 内からの集材工程がボトルネ

ックになった。

このため,ロ ングリーチグラップル (写真一

2)を 導入し,集 材工程の短縮を図ると同時

写真-3 ハ ーベスタによる造材

に,次 工程でハーベスタが元口側を掴み易い

ように下向伐倒した立木の上下を入れ替えて

元口が手前になるように材を揃えて集積し造

材の効率化を実現している (写真-3)。

現場では,仕 分け用の山上場が設けられて

おり (写真-4),A材 からC材 までを粒に

仕分けし, 6～ 10tトラックで木材市場や合

板工場などへ直送している。

4 具 体的な内容

(1)保有している林業機械

素材生産で使用する林業機械について表―

1に 整理 した。
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写真-4 山 上場で仕分けされた粒積
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表-1 主 に使用 している林業機械

機種名 形式 (メニカー) 備 考

ハーベスタ GP 25T(イ ワフジ) ベースマシン 307D(CAT)

スイングヤーダ
TW302(イ ワフジ)

ベースマシン PC120(コ マツ)
※ストレンジャーバヶット装備

TW202(イ ワフジ) ベースマシン 307D(CAT)

ロングリーチグラップル 3段 階伸縮テレスコピックァーム (作業最大半径12m) ベースマシン 314D CR(CAT)

フォワーダ U-6BG(イ ワフジ) 最大積載量 6t

グラップルソー GS95LS」 (イワフジ)
ベースマシン 31 l C ( C A T )
ベースマシン 31 3 D ( C A T )

写真-5 ス トレンジャー付きバケット

による道づくり

(2)作業路網の作設方法の特徴

地形に追従させ,切 り盛 りを均衡させなが

ら土量を抑え,低 コス トで開設することを基

本とする。

作設には,ス トレンジャーバケット (掘削

とグラップル機能を併せ持つ多機能バケット)

を用いることで,切 株の掘り起こしや濯木類

の処理を容易に行っている (写真-5)。

平均的な開設距離は80m/日 ,単 価1,200円

/m程度の実績である。

幅員は3.Omで ,作 業道の途中には仕分け

用の山上場が作設され,そ こまでは6～ 10t

積みトラックが入ることができるよう縦断勾

配,曲線半径の設置等に配慮し作設している。

写真-6 テ ープが巻かれた将来木

(3)作業方法

100年生で200本/haを 目指した将来木を決

定し,残 存する立木に目印テープを巻いて,

その木の成長を阻害する立木を伐採する (写

真-6)。

(4)作業システム

旧作業システムと新たな作業システムを比

較するためフローを図-2に 示 した。

(5)労働生産性及び素材生産コスト

次 ぎに,旧 作業システムと新作業システム

の労働生産性及び素材生産コス トの比較を表―

2に 示 した。
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(1)旧 作業システム (4人 /班 )

伐倒 ・荷掛け

チェーンソー

1人 1台

積込み・運搬
フォワーダ

(3t積 み)
0 5人 1台

巻立て

小型グラップル

0 5人 1台

木寄せ・集材
グラッカレ

スイングヤーダ
1人 1台

造 材

ハーベスタ

1人 1台

(2)新 作業システム (3人 /班 )

伐倒 ・荷掛け

チェーンソー

1人 1台

木寄せ
ロングリーチ

グラッ功レ

075人 1台

積込み・運搬
フォワーダ

(6t積 み)
025人 1台

巻立て

小型グラップル

025人 1台

造 材

ハーベスタ

075人 1台

表-2 労 働生産性及び素材生産コス ト

旧作業システム 新作業システム

利用間伐

労働
生産性
(m3/人 日)

素材生産
コス ト

(円/m3)

労働
生産性
(mS/人 日)

素材生産
コスト
(円/m3)

12,000 60-70

新たな機械導入により,ボ トルネックを解

消したことで,労 働生産性を約63%向 上する

ことができた。

また,素 材生産コス トも約28%削 減され,

所有者還元につなげることができた。

(6)機械オペレータの育成方法

人材育成では,プ ロセッサ運転手の育成が

重要になる。

スムーズで安全な運転を行う重機オペレー

タを中″亡ヽに,班 の全員が全ての機械に乗つて

素材生産できるようOJT方 式で機械操作を

学んでいる。

(7)安全衛生への取り組み

チェーンソーによる切創対策として班員に

は防護ズボンを支給し,着 用を徹底している。

また,① JT方 式で機械操作を学ぶため,

操作はすべてISOで 統一し,誤 操作を防止し

図-2 新 旧作業システム

写真-7 将 采の活躍が期待される若人

ている。

5 今 後の課題と展望

現在,会 社では地域の森林を集約化しなが

ら素材生産を行っている。

今後は,地 元森林組合の森林施業プランナ

ーが中心となって森林経営計画樹立に向けた

団地の集約化を担って,会 社は,路 網開設と

素材生産に専念できる体制を目指している。

また,素 材生産事業を継続していくためには,

班の育成が課題であり,若 い人材を採用し,

①JTや フォレス トヮーカー研修により人材

を育成している (写真-7)。

コ

ウ

ラ

ク

リ

厘

厘

ｔ

に

り

週

た

ア

圭

1ブ

子

)ト

セ

音F

と

ロ

に

ま

―-20-―




